
















































































































ここでは，面接開始から 1年間の経過を 1で述べた主題に沿って 6つの時期に分けて報告





# 1 (1990 Dec.5)，多目的室にAを誘って入室し，机を挟んで=座る。 Aは野球が好きだと
いう情報があったので，筆者は持参した画用紙とクレヨンで野球ボールの絵を描いてみる。 A
はそれを見て，投球の身振りをする O 筆者が次にグロープとパットを描くと， Aは違う。
ここは，こうだよ」というような表情をしながら修正してくれた。そこで，筆者が画用紙を渡













すると， Aは壁時計のところへ行って，文字盤の，5 Jを指差した。く5……， 5ね〉と，筆
者が紙に， 5 Jと書くと， Aも '5Jと書く。く5……，何かなあ?'>と筆者が首をひねって
問いかける表情をすると， Aは「分からない」の手話をしながらもしばらく考えていた。そし
て， ~fi吏ってもいいか?~と問うように新しい画用紙を指すので，筆者がくかまわない〉の手
話をして差し出すと， Aは投球場の絵を描き始める(図 1)。くああ，そうかあ。 A君，ここ
でボールを投げたのね。どこまで飛んだの?'>と，投球距離を示す数字を順に指差してから
く何?'>の手話をして表情で問し叶、けてみる。すると， Aは50メートルラインに球を描いて指






































く12月26日休み。 1月2日休み。次は 1月9日， A君と私と面接〉と伝える。理解したAは，
指導員に向かつて r1月9日，面接。僕は分かつている!~と輿奮ぎみに報告していた。
(2) rずっと会えるの ?Jの確認
#4 (1991 Jan.9l，筆者のリードで，帰省について絵を描きながら会話する O












# 6 (Jan.23) ，筆者が紙に 'N学園」と書くとそうだ，うん，うん」と， Aも別の紙に
'N学園」と書く O 筆者は持参した人形(赤ちゃんからお爺さんまでの男の人形)を年代順に
並べて示し，くどの人形の時に， A君は 'N学園」にいたの7>と問うた。すると， Aはラン
ドセルを背負った少年の人形を手に取って 'N学園」と書いた紙の上に置いた。筆者が施設
のような模型を取り出して，くN学閏はこれかな 7>と問うと， Aは『これ，違う」という。





る力をもっていることに感心した。 8時になり，次回 (]an.30) を確認すると， Aはカレン
ダーの 2月のページをめくってどうなるのつ」と問うので，く2月も水曜日全部 6日，
13日， 20日， 27日〉と説明した。









































# 15 (Apr. 3)，春休み帰省を挟んでの出会いでは， Aは自ら r3/23 P市」と帰省先を
紙に書いて示した。くそう， 3/23にP市の家に帰ったのね〉。カレンダーを出して，くい
っ， K施設に帰ってきたの 7:> と問うと ~30 日 Jo また rプロ用」と書き込んだ真新しい硬
球が登場し，自慢げに披露して，一人で投げ受けして遊んだり， # 16 (Apr .10) には，机を
挟んで二人でボールの投げ合いをしたりした。……ふと， Aは紙に「お休み」と書いたので，














# 19 (May 8)， Time-Upが近づくと，突如Aは僕とあなた，離れるかワ』と問うてき
た。 <A君と私が離れるの? どういうこと ?':Tr僕とあなた，やめる…?jく分からない，




























いった状況は， Aがそれまでの人生のなかで繰り返し経験してきたものだったと思う O そして








28， Jul. 24) ，筆者が8月を夏休みにすることについて説明し始めると， Aは突如休み!













と， Aは意外なほどの関心をもってそのアルバムを見始めたのである O 筆者の家族や友人が






















て」と退室して，自室から色紙 (N学園を出る時に贈られた寄せ書き)を持ってくる O 真ん中



































う。くさあ，難しいかな>rあなた，頭当たったら 血出るつ 恐いつ 難しいU くうん。
A君は?>r僕? 僕，大丈夫。できる。強い~o Aは胸に rSJ を描いて示す。くスーパー




















































































































































































5 )鯨岡峻 (1997):原初的コミュニケーションの諸相 ミネルヴァ書房
6 )岡本夏木 (1985): rことばと発達」岩波新書
7)河崎佳子 (1997):不就学聾青年との定期的継続面接の試み 面接関係が体験の意味化
過程に及ぼしたもの 悌教大学臨床心理学研究センタ一紀要j 3， 13-22 
8) Fred Pine (1985) は， Developmental Theory and Clinical Process" (粛藤久美子他訳
「臨床過程と発達』 岩崎学術出版社 1996年)のなかで，体験のモーメントについ
て，それは記憶システムに定着してゆくだけの重要な感情体験を伴いながら，人格を発
達的に組成する決定的な契機を意味すると定義している。それは，時間の長短とは関係
なく，発達的に重要なことがおこる「場」であり「時」である。そして，人の体験に
は，強い感情を伴うモーメントとは別に，静かで，控えめで，持続して存在する背景的
な要素もあり，強い感情体験を伴うものを「図」のモーメントとすれば，背景的な体験
は「地」のモーメントであり，これもまた発達にとって独自の発達形成的影響をもって
いると述べている。
<謝辞>Aとの面接を実現するにあたり，ご協力をいただいた京都市聴覚言語障害セン
ター施設福祉部の指導員の方々に心よりお札を申し上げます。また， N養護施設の保母さ
ん， J授産施設の指導員の方々からは貴重な情報をいただきました。感謝申し上げます。
(かわさき よしこ 臨床心理学研究センター)
(1998年10月14日受理)
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